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平成22年度全園地学教育研究大会

日本地学教育学会第64回全国大会鹿児島大会 （第二次案内）

大会テーマ：「郷土の地学的素材の教材化一野外か

ら何を学ぶか－」

大会趣旨本大会では，記念講演，研究発表，シン

ポジウム等の場を通じて，地域の素材を活かした地学

教育の理念・内容・手法について議論を深め，今後の

地学教育のあるべき姿についての合意形成の場となる

ことをめざす．

期日： 8月 21日（土）・ 22日（日）

会場：鹿児島大学教育学部 203, 204教室

主催：日本地学教育学会

後援（予定）：文部科学省，全国高等学校校長会，全国

日本中学校校長会，全国連合小学校長会，日

本私立中学高等学校連合会，日本教育研究連

合会，（社）全国高等学校文化連盟自然科学専

門部，日本理科教育学会，日本理科教育協会，

鹿児島県教育委員会，鹿児島市教育委員会，

鹿児島県理科教育研究会，鹿児島県地学会，

鹿児島大学教育学部

日程：

8月 21日（土）開会式，学会奨励賞授与式，シンポジ

ウム，ポスターセッション，研究発表，懇親会

8:30：受付

9: 30-10: 00：開会行事，学術奨励賞授与式（204教

室）

10: 00-12: 00：シンポジウム：「郷土の地学的素材の

教材化一野外から何を学ぶか－」

（シンポジスト：大学，高等学校，中学

校，小学校の教員） (204教室）

12: 00-13: 15：昼食

13 : 15-14 : 45：研究発表（204教室）

14: 45-15: 15：休憩（202教室等で）

日本地学教育学会会長牧野泰彦

全国大会実行委員長（鹿児島大学） 八田明夫

9: 00-10: 15研究発表

10: 30-12: 00記念講演： 鹿児島大学博物館・館長

大木公彦教授 (204教室）

タイト lレ「フィー jレドミュージアム

の構築と活用一地域貢献と教材

化－J
12: 00-13: 15昼食

13 : 15-15 : 45研究発表（204教室）

15:45-16:00休憩

16: 00-16: 30閉会行事（教育学部講義棟 204教室）

8月 23日（月）見学旅行：桜島（案内： NPO法人桜島

ミュージアム 福島大輔氏）

（集合場所等は参加者へお知らせします）

見学旅行参加費 2000円

大会参加費：

7月 16日（金）までの振り込み分

一般 4,000円，大学生・院生 2,500円

7月 17日（土）以降の振り込み分

一般 4,500円，大学生・院生 3,000円

ジュニアセッションで発表の高校生以下，および引

率教員は無料です．

懇親会： 8月 21日（於；教育学部エデュカ，会費；

4000円）

発表申し込み締め切り： 6月 21日

（発表時間：発表，質疑を入れて 15分）

原稿締め切り： 7月 16日

大会事前登録（参加費事前納入）締め切り： 7月 16日

申し込み先：鹿児島大会事務局のwebページの urlは，

http://www-sci.edu.kagoshima-u.ac.jpF ees2010 

nenkai/ 

発表，原稿の受付メイルアドレスは，
15: 15-16: 15：ポスターセッションタイム（ジュニ ees201 Onenkai@edu.kagoshima-u.ac.j p です．

ア・セッションを含む） (203教室）

16 : 15-1 7 : 45：研究発表（204教室） 参加費等振込先：ゅうちょ銀行
18:00ー20:00：懇親会（郡元南食堂（エテ、ュカ）

8月 22日（日）記念講演，研究発表，閉会式

8: 00: 受付（教育学部講義棟）

［口座番号J01750-9-148578 

［加入者名］日本地学教育学会全国大会鹿児島大会事

務局
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教育実践論文

免許状更新講習を活用した教員対象の天体望遠鏡実習の効果

Hands-on Training of the Astronomical Telescopes for School Teachers 

下井倉ともみ＊・土橋一仁＊・秋里 昂＊

Tomomi SHIMOIKURA Kazuhito DOBASHI and Ko AKISA TO 

Abstract: One of the most serious problems in teaching astronomy at school is a lack 

of the teachers' skill in using telescopes. In this paper, a course of a hands-on training 

was carried out for 14 teachers to assess how much training can improve their skills in 

the use of telescopes. As a result, almost all of the teachers had acquired the minimal 

knowledge needed to operate the telescopes within just a few hours, and they also had 

improved con白denceto run astronomical observations in their science classes at school. 

These observations indicate that such hands-on training can work sufficiently not only 

to improve the teachers' skill but also to encourage them to put an astronomical 

observation into practice. In addition to the skill of using telescopes, the study also 

revealed several other problems that teachers often encounter when undertaking 

astronomical observations at school. Possible solutions are proposed for each of these 

problems. 

Key words: astronomical education, training programs for teachers, hands-on train-

ing of the astromical telescoopes 

1. はじめに

天文分野の教育において，児童・生徒に本物の天体

を観察させることは，自然、を学ばせるうえで本質的に

重要である．天体望遠鏡で土星の環，月のクレーター，

太陽の黒点などを見たときの感動は，多くの児童・生

徒の心に自然の造形の美しさを焼き付ける．小・中学

校の学習指導要領では，宇宙・天文分野の目標とし

て，「月や星を観察し，月の位置と星の明るさや色およ

び位置を調べ，月や星の特徴や動きについての考えを

もつことができるようにする（小学校第 4学年）」（文

部科学省， 2008a），「月と太陽を観察し，月の位置や

形と太陽の位置を調べ，月の形の見え方や表面の様子

についての考えをもつことができるようにする（小学

校第 6学年）」（文部科学省， 2008a），「身近な天体の

観測を通して，地球の運動について考察させるととも

に，太陽や惑星の特徴および月の運動と見え方を理解

させ，太陽系や恒星など宇宙についての認識を深める

（中学校理科第 2分野）」（文部科学省， 2008c）となっ

ている．また，この達成のために，小学校で、は「実際

に月や星を観察する機会を多くもつようにする」こと

が推奨されている（文部科学省， 2008b).

しかし，地層や植物などの観察とは異なり，天体観

察には実施上の困難が多く，実際の小・中学校の教育

現場では敬遠されがちであろう．例えば，夜中に児

童・生徒を集めることは容易ではない．また，日中に

行える太陽の観察ですら天候に左右されがちで，授業

のスケジュールが立てにくい． これら実施上の一連の

問題の中で最も頻繁に耳にする問題の一つに，教える

側の教員が天体望遠鏡の扱い方に慣れていないことが

挙げられる．全国の教員のうち具体的にどのくらいの

割合の教員が天体望遠鏡の扱い方を知らな~）かを調査

した統計的な資料は見当たらない． しかし，天体望遠

鏡の扱い方を知らないことは担当授業での天体観察の

本東京学芸大学 2010年 1月6日受付 2010年4月 19日受理
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実施に困難をきたすと考えられ，大きな問題であるこ

とは確かであろう． これまで天体望遠鏡の操作実習を

テーマにした教員対象の講習会は，天文研究者が所属

する研究機関などでいくつか実施されているが（例え

ば，兵庫県立西はりま天文台公園， 2007；県立ぐんま

天文台， 2008），実際にこの問題にまで言及した報告

{71J はない．

本研究では，免許状更新講習（東京学芸大学）を利

用して，主に小学校の教員を対象に実施した天体望遠

鏡の実習に関する教育実践と，その結果について述べ

る．本講習「天体望遠鏡実習」を選択した受講者には，

事前に東京学芸大学側からのアンケート調査が行われ

ており，本講習に対する要望があらかじめ分かってい

た．これによると，大部分が「天体望遠鏡を扱ったこ

とがないので使い方を知りたい」，「望遠鏡についての

基礎的な知識を習得したい」ということであった． こ

のことから，受講者の多くは天体望遠鏡に関する予備

知識がほとんどない教員であるということが推測され

fこ．

そこで本研究では，天体望遠鏡に関する予備知識の

ほとんどない教員が，短時間の講習を通してその操作

技術や知識を習得し，また，天体観察を実践するにあ

たっての障害（苦手意識や不安）を解消することがで

きるかどうかを調査することとした．

2. 講習の手順

(1) 講習の概要

本講習「天体望遠鏡実習」は，東京学芸大学におけ

る免許状更新講習の選択講習のーっとして開講した．

東京学芸大学免許状更新講習は， 2009年度から本格

的に実施されている． これは，教育職員免許法の改正

により 2009年度から教員免許更新制が実施される

（文部科学省 http://www.mext.go.jp／）ことを受けて

の開講である. 2009年度の免許状更新講習は， 2011

年 3月31日に最初の修了確認期限を迎える教員の中

で，普通免許状または特別免許状を有する現職教員等

が対象である．

実践は東京学芸大学において 2009年 11月 14日

（土）の 9時から 16時 30分で行った．本講習の目的

は，受講者に天体望遠鏡の仕組みと市販の小型望遠鏡

の操作方法を習得させることである．本講習の主な受

講対象者は，小学校教員および中学校教員（理科）と

し，募集人数は，われわれが保有する天体望遠鏡の数

を考慮して 20人とした．応募者は 18人であったが

当日の受講者は 14人であった．この受講者数に対し

て，筆者のうち l人が講師（講義を含め講習全般の指

導）を勤め，残りの 2人が補助（天体望遠鏡の組立て

指導等）に当たった．

(2) 受講者の概要

受講者の概要を表 lに示す． 年齢は 30歳代が最も

多かった．校種および担当教科としては，小学校，中

学（理科），高校（地学）などのほかに，中学（音楽）

と特別支援学級担当があった．聞き取り調査により，

天体望遠鏡に触れたことがない教員から部活動で天文

部の顧問を担当する教員まで受講者の天体望遠鏡の操

作能力には幅があったが，半数以上が天体望遠鏡の操

作については初心者であることが分かった．

(3) 講習の流れ

当日のスケジュールを表2に示す．午前は，天体望

遠鏡の操作方法を習得するための準備として二つの講

義を行った．一つは幾何光学と天体望遠鏡に関する講

義である．この講義では，スネルの法則やガウスの定

理を説明しつつレンズ、の特d｜主について説明した後，望

遠鏡の原理や倍率について解説した． もう一つは，太

陽の観察に関する講義である． これには，市販の解説

書（藤井， 2007）を用い，太陽に関する解説と太陽観

察時の安全上の指導を徹底した．そのほかに，天体観

察以外の授業実施の際に活用できる教材として， ピン

表 1 受講者の概要

年齢 教員 歴 校種及び担当教科

3 3-3 4歳 7人 5年以内 3人 小学校 8人

4 3-4 4歳 5人 1 0-1 9年 5人 中学理科 2人

5 4-5 5歳 2人 2 0年 4人 中学その他 2人

言十 1 4人 3 0年 2人 高校地学 1人

計 1 4人 高校理科総合 1人

言十 1 4人
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表 2 講習の流れ

時刻l 干重別 項目 内容

9:00～ 9: 10 －ガイダンス • 1日の予定をアナウンスした後，

(10分） －事前アンケート 事前アンケートを行う

9: 10～ 10:40 講義 －幾何光学と望遠鏡に関す －幾何光学に関するガウスの定理，

(90分） る講義 レンズの結像能力，望遠鏡の原理と

倍率に関して，簡単な計算例を示し

ながら解説する

10:50～ i2:00 講義 －太陽の観察に関する講義 －市販の解説書（藤井， 2007）を用

(70分） ・月の満ち欠け，星座早見 いて太陽に関する解説と太陽観察

盤に関する講義 時の注意事項を伝える特に安全上

の指導を徹底する（投影板を活用

し，太陽を直視しないこと，など）

－半分黒く塗ったピンポン球による

月の満ち欠けの教示法や，星座早見

盤の使用法の解説を行う

12・00～ 1220 試験 －筆記試験 －望遠鏡の倍率やレンズによる像の

(20分） 大きさの計算問題，および，太陽観

察時における注意事項に関する試

験．

13 10～ 13:40 実習 ・天体望遠鏡の原理と組み －赤道儀の設定法，望遠鏡のパラン

(30分） 立ての解説と実演 ス，ファインダーの調整，投影板の

取り付けに関する解説を行う

13 40～ 15 10 実習 －天体望遠鏡の組み立て －望遠鏡の組み立て方を習得する

(90分） －太陽や遠方の物体の観察 －天体の導入方法を習得する

15 20～ 16 00 試験 －実技試験

(40分）

16:00～ 16:30 －望遠鏡片付け

(30分） －事後アンケート

注：実施日 2009年 11月 14日

ポン球を用いた月の満ち欠けの教示方法と，星座早見

盤の使用方法について解説した．これらの講義の後，

講義に関する筆記試験を行った．

午後は，実際に口径 8cm (3台）と 6cm (2台）の

合計 5台の屈折式天体望遠鏡を組み立てて，操作方法

を習得するための実習を行った．天体望遠鏡 1台につ

き2～3人の受講者を lグループとし， 全 5グループ

で実習を行った．当初は太陽観察の実施を予定してい

たが，講習日は曇天だったため，実際に天体望遠鏡で

太陽を観察するまでは至らなかった． しかし，その分

受講者が十分に操作に慣れるよう実習時間は余裕をと

ることができた．実習後，天体望遠鏡を組み立ててそ

れを操作し，目標物を導入させる実技試験を行った．

－望遠鏡の組み立て及び天体導入に

関する実技試験を行う

－望遠鏡を片付けた後，事後アンケ

ートを行う

3. 講習会の結果

3.1 天体望遠鏡の取り扱いと知識の上達度

筆記試験と実技試験の結果をもとに，講習後の上達

度を測った．

(1) 筆記試験の結果

筆記試験の設問と正答数を表 3に示す．筆記試験の

内容はすべて事前に講義したもので，ガウスの定理に

関する問題を含む計算問題が 3聞のほか，星座早見盤

の使い方に関する問題，太陽の観察方法で注意すべき

ことを述べる問題の全 5問である．レンズの結像に関

する問題以外はほぼ全員が正答した． この間について

は，計算方法には間違いは少なかったが，単位変換の

誤りが多い理由で正答数が下がった．
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表 3 筆記試験の設問と正答数

内容 問題文
正答数

設問
(14人中）

問 1 幾何光学に関するガウス 焦点距離 lOOmmのレンズがある

の定理（l/f1+I治＝I庄）に このレンズの主平面から 300mm離

関する計算問題． れた光軸上の点に光源を置く この

光源から出た光は，主平面から何mm
13人

離れた光軸上の点に集光されるか，

計算せよ

問2 レンズの結像に関する計 焦点距離 100mmの望遠レンズを付

算問題． けたカメラの前方 100m のところ

に長さ 99cmの棒を光軸と垂直に置
2人

き，ピントを合わせて撮影する．フ

イルム上での棒の像の長さを計算せ

よ

問3 望遠鏡の倍率に関する計 焦点距離lOOOmmの対物レンズをも

算問題． つ望遠鏡がある 200倍の倍率を得

るためには，何 mmの焦点距離をも
14人

つ接眼レンズが必要か，計算せよ

問4 星座早見盤の使い方に関 星座早見盤を使って， 11月 14日の

する問題． 19時に北東の空に見える最も明るい 14人

星を調べ，その名前を答えよ

問5 太陽の観察方法に関する 太陽黒点の観察を行う際に注意すべ

問題． き事について，述べよ
13人

j主：問 5については「投影板Jという言葉の記述がなかった者 l人を不正解とし
たが，この者も太陽を直視してはいけないということは理解していた．

表 4 実技試験のチェックポイン卜と結果

ポイン卜 内容
達成数

(5グループ中）

I 赤道儀は正しくセットされているか． 5 

2 望遠鏡のバランスはとれているか． 5 

3 ファインダーは合わせてあるか． 3 

目標物（遠方のビルの屋上のランプ）を導入できてい
4 5 るカミ．

注：受講者 14人を 5グループに分け（3人のグルーフ。が四つ， 2人のグループが
一つ），クーループごとに望遠鏡の組み立てから目標物の導入までを 15分間で
行った．

(2）実技試験の結果 しなかった．これらのグルーフ。からはファインダーの

実技試験は，天体望遠鏡の組み立てから目標物の導 調整の必要性について質問があった．遠方にある天体

入までを 15分間で行った． この結果を，評価基準の 導入についてファインダーの調整が重要であることを

ためのチェックポイン卜とともに表 4に示す．ポイン 理解させ， 2グループとも再度調整を行った後に合格

ト3以外は全グループが合格基準に達した．ポイン卜 した．

3はファインダーに目標物を正確に導入したかどうか

の確認である． 5グループ中， 2グループが基準に達
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設問：あなたは，これまでに小・中・高等学校の担当授業で、天体観察を行ったことがありますか．

免許状更新講習を活用した教員対象の天体望遠鏡実習の効果

【「ある」と答えた方へ】

設問：授業を行った学年と観察した天体を教えてください．（記述式） (N=6) 

観測天体

太陽，星座
太陽
太陽
太陽，星座
月

月，惑星，星座，二重星

回答者｜天体観測を行った授業の学年

小3，小5

中2

小3

中1，中3，高2，高3

小4

小5，小6

1
1
吋
J

4

2

J

A

斗

F
K
J
f
o

【「無い」と答えた方へ】

設問：その理由を選んでください．（複数選択可） (N=8) 

2人

2人

4人

教育上の効果を見いだせないから 0人

天体望遠鏡がないから

安全上の問題があるから

天体望遠鏡の操作方法を知らないから

その他

↓。
【その他の理由（記述式）】

－昨年までは中学校の数学を担当していたため．

．地学の科目がないため．

－教科が違うため．

．知識不足．

.，.級品、帆 4人－ 3 4 

事前アンケートの結果.Nは被験者数を示す．

であった．

② 「ある」と答えた方へ，授業を行った学年と観察

した天体を教えてください（記述式）

授業実施の経験があると回答した 6人の内訳は，実

施した学年は小学校の中学年以上から高校 3年まで

であり，観察した天体は月，太陽，惑星，星座のほか，

二重星も挙げられた．

③ 「なL、」と答えた方は，その理由を選んでくださ

い．（複数選択可）

・教育上の効果を見いだせなし1から

．天体望遠鏡がなし、から

・安全上の問題があるから

・天体望遠鏡の操作方法を知らな~＼から

図 1

3.2 アンケート調査とその結果

本講習の前後で受講者の意識変化を調べるため，受

講者に対して講習前に事前アンケー卜を，講習後に事

後アンケー卜を実施した．

(1) 事前アンケー卜の結果

事前アンケートでは，受講者の勤務先の授業での天

体観察実施経験の有無と，それにかかわる事項を調査

した（図 1).具体的な質問とその結果を以下の①～⑧

に示す．

① あなたは，これまでに小・中・高等学校の担当

授業で天体観察を行ったことがありますか（選択式）

受講者のうち，授業実施の経験があると回答したの

は6人で，授業実施の経験がないと回答したのは 8人
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(a）設問：今回の講習を受けて，天体望遠鏡は使えるようになりましたか． (N=l4) 

十分使える

まあ使える

どちらとも言えない

少し不安

4 5 6 7 8 
回答数

(b）設問：小・中・高等学校の授業で天体観察を実施するととは，教育上高い効果があると思いますか． (N=l4) 

一…隅隣幽6人！
欄欄醐6人：

ーーニ与

越
川
隣
同
院

思

思

な

な

な

回

う

え

わ

わ

無

そ

言

恩

思

あ

も

り

ま

と

ま
ら

あ

ち戸」

l人

。 4 6 7 
回答数

「あまり思わなし、」を選んだ方は，

その理由をお書きください

・望遠鏡力、学校に多数ない．

－夜の観測は各家庭でしか行えない

・今は2万円以上のものは備品になりいっさい買えません l

・準備に時間がかかり，他の授業に影響がある

・とわれやすそうで心直己

思う

まあそう思う

A仏
寸

－

州
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一

』
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「どちらとも言えない」，「あまり恩わない」

を選んだ方は，その理由をお書きください

．機器を購入するには予算が高すぎる

・複数の教員を配置しないと指導が行き届かない

．観測用具の不備と安全面の確保に問題が多い．

※5年生ての林間学校において天体観測が体験

できる施設がある．

－準備がたいへんそう 時間と手聞がかかる

どちらとも言えない

あまり思わない際

思わない l0 

無回答 l0 

。 4 7 8 
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図 2 事後アンケートの結果.Nは被験者数を示す．
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・その｛也

授業実施の経験がないと回答した 8人に，その理由

を選択肢の中から選んでもらった．「教育上の効果を

見いだせないから」を選んだ受講者は 1人もいなかっ

た．「天体望遠鏡がな~＼から」と「安全上の問題がある

から」をそれぞれ 2人が選択した．また，「天体望遠鏡

の操作方法を知らなし、から」と「その他」をそれぞれ

4人が選んだ．その他（記述式）の理由としては，「昨

年までは中学校の数学を担当していたためJ，「地学の

科目がないため」，「教科が違うためJ，「知識不足」が

挙げられた．

(2) 事後アンケー卜の結果

事後アンケートでは，本講習の効果を計るため，天

体望遠鏡操作方法の技術習得に関することを調査し

た．具体的な質問とその結果を以下の①～④に示す．

① 今回の研修を受けて，天体望遠鏡は使えるよう

になりましたか（選択式）

この結果を図 2aに示す．「十分使える」が 5人と

免許状更新講習を活用した教員対象の天体望遠鏡実習の効果

(a）授業で天体観察の実施経験が無い教員の中でその理由として左の3点を選択した人と，

その人が天体望遠鏡の操作方法を習熟できたか. (N=8) 

安全上の問題があるから

． 
・・..

．． 
－－－＇一一

まあ
イ吏える

天体望遠鏡がないから

天体望遠鏡の操作方法を知らないから

授
業
で
天
体
観
察
を
実
施
し
て
い
な
い
理
由

どちらとも
言えない

十合Y吏える

今回の研修を受けて，天体望遠鏡は使えるようになりましたか．

(b）天体望遠鏡の操作の習熟度別で調べた今後の授業実施の可能性. (Nニ14)

少し不安

． 
， 

どちらとも
言えない

．，． 

’ 

まあ
そう思う

…
 

．．．． 
：
j
m
 

十分使える

まあ使える

どちらとも言えない

今
回
の
研
修
を
受
け
て

天
体
望
遠
鏡
は
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
．

あまり

そう思わない
思う

あなたは，機会があれば担当授業で天体観察を行いたいと思いますか．

図 3 受講者の意識の変化.Nは被験者数を示す．
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「まあ使える」が 7人である．残り 2人は，各 I人が 使える」と「まあ使える」と回答した．

「どちらとも言えない」と「少し不安」に回答した．こ 次に，天体望遠鏡の操作の習熟度別に今後の授業実

れらの回答者へ「講習会が複数回あると使えるように 施の可能性を調査した（図 3b）.天体望遠鏡を「十分

なりますか」と質問したところ， 2人とも「思う」と回 使える」，「まあ使える」との回答者の大半が，「思う」，

答した． 「そう思う」との好意的な回答であった．一方，望遠鏡

②小・中・高等学校の授業で天体観察を実施する の操作方法に「少し不安」と回答した人は，今後の授

ことは，教育上高い効果があると思いますか（選択式） 業実施について「あまりそう思わない」と回答した．

結果を図 2bに示す．「思う」と「まあ思う」を合わ この回答者が今後天体観察を授業で行う可能性は低い

せると 12人となった．「あまり思わない」との回答者 ものと思われる．

へその理由を記述してもらったところ，予算面での難

しさや，準備に時間がかかることから他の授業への影
4. 考 察

響を心配する意見などが挙げられた．「思わない」との 4.1 講習の効果

回答者は 1人もいなかった． 講習後に実施した筆記試験と実技試験では，ほとん

③ あなたは，機会があれば担当授業で天体観察を どの受講者が高い正答率と達成率を示した（表 3,4). 

行いたいと思いますか（選択式） 事後アンケート 3.2節（2）の結果からは， 14人のうち

結果を図 2cに示す．「思う」と「まあそう思う」と 12人の受講者が，天体望遠鏡の操作について「十分使

1 1人が回答した．「どちらとも言えない」が 2人と， える」もしくは「まあ使える」と回答した．「どちらと

「あまりそう思わないJとの回答者が 1人いた．この 3 も言えない」と「少し不安」と凪答した 2人について

人に，その理由を記述してもらったところ，「予算の問 は，「講習会が複数回あると使えるようになる」との回

題」，「安全面の問題」のほか，「時間と子聞がかかる」 答を得ることができたことから，教員にとって本講習

と回答した．「思わない」との回答者は 1人もいな のような活動の意義は大きいと考えられる．講習の前

かった． 後で意識の変化を調査した 3.3節の結果からは，講習

④小・中・高等学校においては，天体観察の実施 前には，授業で天体観察を実施していない理由として

はほとんど行われていないのが現状です．その理由は 「天体望遠鏡の操作方法を知らなし、から」と選択した

何だと思いますか（複数選択可） 受講者全員が，講習後には使えるようになっているこ

結果を図 2dに示す．受講者本人ではなく，一般的 とが分かる．実際，講習前には天体望遠鏡に触れるこ

な問題点として考えられる理由を列挙し，選択しても とさえためらっていた受講者もいたが，講習後にはほ

らった．「その他」を除くと「天体望遠鏡の操作方法を とんど全員がその操作に慣れていた．天体望遠鏡 1台

知らなし、から」，「安全上の問題があるから」，「天体望 につき 2～3人で実習を行い，約 2時間程度の実習時

遠鏡がなし、から」の順で多く選択している．「教育上の 聞をとったが， 14人の受講者に対しての人数配分や

効果を見いだせなし、から」を選んだ受講者は 1人もい 時間は十分だったようである．また，今後授業にて天

なかった．「その他（記述式）」の理由としては，「機材 体観察を実施するかどうかについては， 11人が「思

が少なt＼から」，「夜間の活動の困難さ」などが挙げら う」もしくは「まあそう思う」と回答した．さらに，

れた．それ以外の意見には，教科書に使用法が掲載さ 「使えるようになった」と回答した受講者は，大部分が

れていない」，「必修でなし、から」などが挙げられた． 今後の天体観察実施について肯定的であった．以上の

ことから，わずか 1日だけの講習会でも，受講者に天

3.3 教員の意識の変化 体望遠鏡の基本的知識を身に付けさせるとともに，授

3.2節の事前事後アンケートの結果から，講習の前 業で活用する自信を付けさせることができたと言え

後での苦手意識の変化を調査した．事前アンケー卜 る．免許状更新講習のテーマとして天体望遠鏡の実習

で，天体観察実施の経験がない 8人の中から，その理 が有効であることが分かった．

由として「天体望遠鏡がなし、から」，「天体望遠鏡の操 学校は天文学に興味のない児童・生徒にも，天文学

作方法を知らないからJ，「安全上の問題があるから」 に触れる機会を提供できる場であり，教える側の教員

を選択した人が，講習後に天体望遠鏡の操作方法を習 は天体望遠鏡の扱いに習熟していることが望まれる．

熟できたかどうかを調査した（図 3a）.全員が「十分 20年ほど前に全国の高等学校を対象にした調査の報
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告では，約 75%の学校が天体望遠鏡を保有していた

（磯部ほか， 1986）.天体望遠鏡は当時としては高額な

備品であるので現在も廃棄されずに各校に存在すると

思われるが， これを十分に活用するためには天体望遠

鏡に習熟した教員が必要である．現在では，天体望遠

鏡の低価格化により，学校教育現場に導入しやすく

なっているものと思われる． しかし天体望遠鏡の操

作方法に苦手意識があれば，その教員は導入すること

すら考えず，児童・生徒の教育にも負の影響があるで

あろう．本講習に参加した教員も回答しているよう

に，天体観察は「教育的な効果がある」と，一般に認

識されている．天体望遠鏡を用いた授業実践は，多く

の児童生徒へ宇宙への興味関心をもたせることができ

ると期待されるので，本講習のような取り組みで教員

の天体望遠鏡の扱いに対する苦手意識を取り除くこと

が肝要である．

4.2 その他の問題点と解決策

天体観察を担当授業で実施するための障害として

は， 天体望遠鏡の操作方法以外にも（1）児童・生徒の

人数に対して天体望遠鏡の数が少ないこと，（2）夜間

の活動が難しいこと，の 2点が挙げられた（図 2d).

以下に，（1),(2）の解決策を考察する．

(1) 天体望遠鏡の数が少ないこと

小学校の理科用の予算で数万円台の天体望遠鏡を複

数購入することは困難かもしれない． しかし，最近で

は簡易に組み立てが可能で，かっ安価な天体望遠鏡が

販売されており，理科教材店だけではなく書店などで

も購入が可能である（例えば，星の手帖社の，月の表

面の様子が観察可能な『組立天体望遠鏡』などが挙げ

られる）．三脚を組み合わせても数千円で天体観察が

できる． この程度の予算が確保できれば，児童生徒 1

人につき 1台の天体望遠鏡をもたせることが可能で

ある．これらの安価な天体望遠鏡は，月のクレーター

の観察ができるので，第 6学年の「B生命・地球（5)

月と太陽」の単元において有益である（文部科学省，

2008a）.また，天体望遠鏡を自作することは，仕組み

のE里角平にもつながるであろう．

(2) 夜間の活動が難しいこと

観察対象として太陽を取り上げることが考えられ

る．太陽は昼間に観察することができる非常に良い教

材となりうる．本論文のような 1日だけの講習でも，

太陽観察を行うための適切な指導法を身に付け，授業

実施の自信を付けさせることができた． したがって簡

単な講習さえ受ければ，授業で太陽観察を実施するこ

とは十分可能である．天候不良時については，太陽の

特徴を理解する別の方法としてインターネットの利用

が考えられる．科学衛星 SOHOなどのデータは，イン

ターネットを通してほぼリアルタイムでさまざまな波

長の太陽像を見ることができる（例えは， http://

sohowww.nascom.nasa.gov/data/realtime/). この

利用により可視光以外の波長領域における天体観察が

可能となり，これは中学校理科第 2分野「（6）地球と宇

宙 イ太陽系と恒星（ア）太陽の様子」の単元におい

て有効な教材となりうる （文部科学省， 2008c). ま

た，他波長での観察は，肉眼（可視光）観察とはまた

違った自然、の美しさの感動を与えることができる．

安全面の問題については，天体望遠鏡を備え，天体

観察を一般に公開する公開天文台（例えば，日本公開

天文台協会 (JAPOS)http://www.nayoro-startv.jp/ 

japos/index.htm）の利用が，その解消となるだろう．

遠隔地での特別な天文現象の際には，学校教育や社会

教育にて天体映像をインターネット上にてライブ中継

する取り組みも報告されているので（例えは、，萩原ほ

か， 2006；尾久土ほか， 2007），このような教育資源

も活用すると良い．公開天文台などの社会教育施設の

積極的な活用については，学習指導要領にも配置する

事項として明記されており（文部科学省， 2008a,

2008b, 2008c), 天体観察の実施に向けて問題解決の

糸口になると期待される．

5. まとめ

本研究では，免許状更新講習を利用して教員に対す

る天体望遠鏡の操作実習を実践し，天体望遠鏡の扱い

方の習得と天体観察を実践する際の障害を解消するの

に役立つかを調査した．主な結論を，以下にまとめる．

( 1) 短時間の講習会でも，参加したほとんどの教員

が，天体望遠鏡の基本的な仕組みを正しく理解し，そ

の操作に必要な最低限の技術や知識を習得できること

が分かった．天体望遠鏡の実習についての講習会は，

免許状更新講習のテーマとしては有益なものであるこ

とが分かった．

(2) 受講者から，学校の授業で天体観察を実施する

うえで，天体望遠鏡の扱い方以外にも問題点が挙げら

れた．本論文では，解決策として太陽観察や他の教材

資源の活用を提案した．

謝辞本講習にご参加L、ただき，調査へご協力を
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いただきました受講者の方々へ厚く御礼申し上げま

す．この研究の一部は，科学研究費補助金（Nos.

21650205, 22700785）による資金的な支援を受けま

した． ここに感謝致します．
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1. はじめに

近年，海洋科学に関する教員研修が大学や研究機関

の施設を活用して行われるようになってきた．例えは、

海洋科学に関しては，海洋研究開発機構による「マリ

ンティーチャーズスクールJ(http:/ /www.jamstec. 

go.jp I j I pr /learning/ marine teachers/ index.html) 

や，日本科学協会主催で東海大学海洋学部の施設およ

び研究船「望星丸」を活用した「研究船で海を学ほう」

（例えば http:I I blog. can pan. info I kagakukyokai / 

category 3 ／）がある． しかしながら，それらの研修

内容の詳細な紹介やその成果は議論されていない．ま

た，これらの研修は，海洋学的調査を実体験させるも

のであったが，海洋地質学は対象としなかった．地学

教育の視点からは，プレートテク卜ニクスの発展にお

ける海洋掘削の貢献（例えば斎藤， 1998）を考える

と，海洋掘削研究機関などでの海洋地質学分野を扱っ

た理科教員向け研修も求められるところである．

筆者らのうち Peartが属する統合国際海洋掘削計

画（IntegratedOcean Drilling Program; IODP）の米

国実施機関である Consortiumfor Ocean Leader-

shipは，米国の教員向けに「スクール・オブ・ロック

(School of Rock）」という研修活動を近年始めた．

2009年には日本，ヨーロッパの教員も含めて「ス

クー lレ・オブ・ロック 2009(School of Rock, 2009）」

を実施した．筆者らのうち川村，田口はこれに加わる

機会を得て，この研修はこれまで日本において行われ

たことのない海洋地質学に関する研修であるだけでな

く，特徴ある活動を含む研修であったことを簡単に紹

介した（）｜｜村ほか， 2009；田口ほか， 2009).

本論では， スクール・オブ・ロック 2009の教員研

修活動の詳細を紹介するとともに，その成果を検討す

る．

2. スクール・オブ・ロックについて

スクール・オブ・ロックは 2005年から始まり （例

えば Niemitz,2006), 2006年は実施しなかったため

今回で 4回目の実施である（http://www.ocean 

leadership. org I education I deep-earth-academy/ 

educators/ school-of-rock／）.そのねらいは，研修を通

じて科学研究の現場の様子を学校理科教育関係者に理

解してもらい，研修での経験を生徒や他の教員に分か

ち合ってもらうことにある．

これまで実施したスクール・オブ・ロックの会場

は， 2005年には科学掘削船であるジョイデス・レゾ

リューション号 Cthe]OIDESResolution，以下 JR号）

で， 2007～2008年は米国テキサス州にある研究施設

(IODPカソレフ・コース卜保管施設）であった． そし

て， 2009年は再び JR号を会場として行われた．

3. ジョイデス・レゾリューション号について

JR号（図 1) は 1985年に就航し，当時は国際深海

本1秋田大学教育文化学部本2長崎県立佐世保商高等学校制 Consortiumfor Ocean Leadership 

料海洋研究開発機構地球深部探査センター 2010年 1月22日受付 2010年4月19日受理
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図 1 科学掘削船ジョイデス・レゾリューション号

掘削計画（OceanDrilling Program; ODP）が，現在は

IODPが運航する科学掘削研究船である. IODPには

日本政府も参加・主導し，各航海に研究者を乗船させ

る権利を有している．

JR号は母港を持たず，航海目的地に合わせて世界

各地に寄港する．このため，研究者や地学教員であっ

ても見学する機会は少ない．日本に寄港した折には，

専門雑誌などに紹介記事が掲載されるほどである（例

えば，朝日新聞社， l999：江口ほか， 1999).

J~ 号船体の中央部には，高さ約 62 mの掘削のた

めの櫓がそびえている．船体中央部に空いた穴を通じ

て，掘削ドリルを取り付けたパイプを下ろし，海底下

約 2,000m まで掘削することが司能である．船内には

コア実験室，古地磁気実験室，古生物実験室，岩石実

験室，化学実験室などの研究室・ブースがある．採取

された掘削コアは，船上で物性値などの測定の後，縦

に半切され，岩相記載などが行われる．また，船上で

微化石の同定，各種化学分析を行うことも可能であ

る．

船上での生活に関しては，食事は 1日4回（朝，昼，

タ，深夜）無償で提供される．その他，食堂では飲み

物，軽食，デザー卜が 24時間提供されている．乗船者

の衣類の洗濯やベッドメーキングは，担当スタッフが

毎日行ってくれるので，研究者や技術者は自分の業務

だけに専念できる．

4. スクール・オブ・ロック 2009の概要

日程： 2009年 6月 23日（火）～7月 6日（月）に，

合計 160時間で行われた．

会場： 6月 23日～7月 5日の間， JR号が IODPの

50"N 

45"N 

40"N 

35"N 

130"W 12o・w 100・w

図2 スクール・オブ・ロック 2009が開催された
第 321T航海の航跡 (IODP-USIO提供の図に
加筆．）

第 321T航海（Expedition321 T）として米国のサン

ジエゴ港を出航し，カナダのビク卜リア港へ入港する

までの間（Fisherand Gamage, 2009；図 2），船内を

会場とした．航海後の 7月 5日午後～6日には港周辺

のホテル等を会場とした．

講師： IODP職員 4名，大学教員 4名， IODP研究員

3名， 大学院博士課程学生 1名， その他JR号の科学

者・技術者・乗組員が随時講師を務めた．

参加者：人数は 15名で，出身国の内訳は米国 11名，

フランス 1名，ポルトガル 1名，そして日本からは筆

者らのうち，）｜｜村（当時高校教員）と田口が参加した．

参加者の職種は，高校地学教員 8名，中学校理科教員

2名，小学校教員が 3名，博物館解説員と大学院生が

l名ずつであった．

テーマ：「掘削コア， CORKS，ファンデフーカ海嶺の

地殻」で，水理地質学，コア試料，実験などに重点を

置いた内容である． なお， CORKSとは， カナダ南西

部パンクーパー島沖，ファンデフーカ海嶺東翼にある

掘削孔 U1301A（北緯 47°45.210＇，西経 127°45.833'; 

海面下深度 2,667.3m), U1301B （北緯47° 45.229', 

西経 127°45.826＇；海面下深度 2,667.8m）内に設けた

玄武岩内にある孔内観測装置一式のことである

(Shipboard Scientific Party, 2004; Fisher and Garn-

age, 2009；図 2).

JR号を会場とした理由： JR号でスクール・オブ・

ロック 2009を行った理由は，主として次の 3点であ
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る．

① JR号に乗船する第 321T航海首席研究員

Andrew Fisher博士ら海洋地殻の水理地質学の研究

者ほか， JR号の技術者を含む乗組員といった多種多

様な専門家を講師に迎えて活動ができる．

②通常の航海では船室は研究者用に当てられるの

で，参加者のための十分な数の船室を用意することが

できない．本航海では通常の航海よりも乗船研究者が

少ないため，教員や講師用として 20名分の船室を用

意できる．

③掘削孔地点における研究活動の見学ができるほ

か，講義や実習のための時間が十分に得られる．

5. 研修の実践

(1）概要

研修は，講義とそれに関連した実習（実験や観察），

演習，見学などから構成された． 日程別の研修内容一

覧を表 lに示す．本研修の重点は海嶺の水理地質学で

あるが，講義・観察などの題目はそれにとどまらず，

海洋地質学全般（堆積学，古生物学，岩石学，観測法

など），古海洋学，海洋生物学の地球科学のほか理科教

育学分野にわたった．

(2) 主な研修内容

研修内容のうち， JR号の施設や講師の専門性を活

かした特徴的なものを以下に取り上げて概説する．

1) 見学： JR号の掘削施設・研究室

日程： 6月23日（火） 16: 00～17: 40, 26日（金）

13: 00～14:40ほか

内 容：コアデソキ（掘削したコア試料抽出作業を

する甲板），コア実験室，コア切断室，操舵室（位置決

定システムほか）などを見学したほか，掘削方法，コ

アドリルの種類やピストンコアの説明などがあった．

2) 講義・実習：コアの記載法

日程： 6月24日（水） 17: 00～18: 30, 25日（木）

8: 10～9: 25, 10: 15～12:20, 13:30～17:00 

内 容：海洋掘削コアの密度，帯磁率，全岩密度と

粒子密度，反射率などの光学的特徴，湿式化学分析

（分析対象：炭酸塩），誘導結合プラズマ（ICP）発光分

析装置（分析対象：カルシウム，ケイ素，鉄など）に

ついて解説があった．実習では，参加者 5～6人のグ

ループで活動し，コアのユニット区分に取り組んだ．

JR号のイントラネットを用いて Webサイト

(http:/ /ship.iodp.tamu.edu／，関係者のみアクセス

可）からコア記載データをダウンロードして，密度や

図 3 コアユニッ卜区分実習の様子

各種物性データをもとにユニット区分を議論

する．

帯磁率などの垂直方向の変化についてグラフ作成し，

コアのユニット区分案をグループごとに発表した（図

3). 

3) 講義・実習：コアの観察

日程： 6月25日（木） 17: 00～18: 00, 26日（金）

8: 15～9: 05, 7月3日（金） 17: 30～18:20 

内 容：模式的なコア層序の観察として，枕状溶

岩・輝緑岩の岩脈・斑糖岩（第 183航海におけるイン

ド洋南西での掘削コア， Kurnosovet al., 2003），マン

トル物質（第 147航海における東部太平洋での掘削コ

ア， Kennedyet al., 1996），石油を含む堆積物（第

100航海におけるメキシコ湾での掘削コア，

Rabinowitz et al., 1985），プロデルタ～礁↑生石灰岩の

堆積物（第 194航海におけるオーストラリア北方での

掘削コア， ShipboadScientific Party, 2001）を観察

した（図 4).

4) 講義・実習：微古生物学

日程： 6月24日（7}() 11: 20～12:30, 13:00～ 

14: 00, 28日（日） 14: 40～17:15,30日（火） 10: 35 

～12 : 30, 13 : 35～17:30ほか

内 容：海洋地質学における浮遊性有孔虫研究が中

心で，個人実習としてスミアスライドを作成した（図

5）.またスライド中に見いだされる微化石（有孔虫，

放散虫，ナンノ化石）の同定，堆積物中からの浮遊性

有孔虫の抽出と同定，特に殻の巻き方（右巻きか左巻

き）の異なる Neogloboquαdrinapαchydermαの個体

数比と古海水温の関係（Ericson,1959）に基づいた古

海洋環境の変遷の探究についてグループ実習があっ

fこ．
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図4 コア観察実習の様子

図 5 スミアスライド作成実習の様子

5) 講義・実習：堆積物の炭酸塩分析

日程： 7月 2日（木） 8: 30～11 : 10, 12: 30～ 

1 7 : 00, 19 : 10～19: 50, 7月 3日（金） 8: 25～9: 10 

内 容：未固結堆積物を粉末にした後，酸で分解し

て発生した二酸化炭素を補集，定量する分析作業を，

JR号の分析装置を用いる方法ム講師が開発した簡

便法とを用いて個人実習として実施した．

6) 講義：海洋地殻の水理地質学的構造

日程： 6月 27日（土） 15: 40～17: 30, 6月 29日

（月） 11:10～12:30 

内 容：ファンデフーカ海嶺東翼で行われた玄武岩

質岩石を対象とした水理地質学的実験の方法

(Shipboad Scientific Party, 2004）とその結果の解

説，今後の追加実験の方法の解説があった．

7) 講義・実習：水理地質学入門

日程： 6月 28日（日） 8: 15～1 1: 30 

内 容：水理地質学の原理の解説の後，未固結堆積

物の透水率測定実習（グループ実習）および掘削コア

を観察しながら，岩相と透水率の関係について解説が

あった．

8) 講義：グローマー・チャレンジャー号の成果

日程： 6月 29日（月） 19: 15～20:00 

内 容：講師の乗船体験をもとに， JR号が建造され

る前の科学掘削船グローマー・チャレンジャー号によ

るプレートテクトニクス理論の検証について，科学史

に関する解説があった．

9) 演習：教材案の作成

日程： 6月 29日（月） 13: 20～15: 05, 15: 25～ 

18:05 

内 容：教育規準（参加者の出身地域の教育スタン

ダード）に準拠した海洋地質学に関する教材案の作成

とその発表を，個人実習として行った．

10) 演習：地域地質紹介

日程： 6月 24日（水） 17: 00～17: 10ほか

内 容：研修生各自が出身国，地域の地域地質を紹

介した．

6. 研修の特徴

(1) 海洋地質学に関する教員研修

スクール・オブ・ロックのように，ほぼ毎年継続的

に行われている教員向けの海洋地質学の研修は，これ

まで日本はもちろん欧米でも例がなかった．また，ス

クール・オブ・ロック 2009では研究者の航海に同乗

して研修を行うので，科学研究の現場を体験でき，海

洋地質学研究の現状について理解を深めさせることが

できる．

(2) 研修中の活動

研修活動には次の三つの特徴がある．活動では，「コ

ネクション」，「コミュニケーション」，「カリキュラム

開発」の時間を設けた．

「コネクション」とは研修中，公私を問わず人間関係

をっくりあげてもらうことで，そのために実習ではグ

ループ活動を主体としたある．

「コミュニケーション」として， 参加者の学校の生

徒，家族，同僚とコミュニケーションをとるために

参加者には JR号乗船者のブログ（http:I I 
joidesresolution.org/blog）に投稿してもらった．

「カリキュラム開発」のために，参加者には新しく身

につけたことを，出身国・地域の教育基準もしくは教

育目標と関連づけること，具体的には所属校の生徒あ
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るいは博物館来場者向けの教材開発を求めた．また，

研修での体験や学んだ子法を地域に持ち帰って紹介す

ることも求めた．

(3) イン卜ラネットを活用した教材配布・交換

本研修では製本したテキストを配布するのではな

く， JR号のイン卜ラネットを活用して電子媒体での

教材配布が行われた．具体的にはスクール・オブ・

ロック参加者の共有フォルダに講師が講義などで用い

たパワーポイン卜のスライドやソフトウエアを蓄積

し，参加者はそれを各自が持参したコンビュータをイ

ントラネッ卜に接続することによってダウンロードで

きた．同様のやり方で，参加者同士が教材の交換を行

うこともできた．

7. 研修の成果

研修成果について検討するために，参加者や講師が

研修中に JR号乗船者のブログ（http://joidesresolu-

tion.org/blog）に書いた記事を分析した．

(1) ブログ記事の概要

研修中にブログに記事を掲載したのは，日本人を除

く参加者 11名および初めて JR号に乗船した講師 l

名らであった．ブログ記事の主な内容を分類したもの

を表 2に示す．

内容として最も多いものは「講義・実習」に関する

もので半数近くを占め，参加者にとってこれらが印象

深かったことがわかる．次いで多いのは「船上生活」

であるが， これは特定の人物により投稿された船酔い

の経験の記事が主体である. 3番目に多いのは「船内

作業」で，これは海面下約 2,700mでの船上からの遠

隔操作作業である CORKSのメンテナンス作業見学

に関する記事であり， JR号特有の操船技術や遠隔操

作技術に関心が高かったことがわかる．

以下に表3に抜粋したブログ記事を取り上げなが

ら研修成果の検討を行う．

(2) 実物教育の意義

KK氏の記事（表 3中の①）では，実物に触れる経

験が重要であることが端的に述べられている． KK氏

は今後の教育活動にこの経験を活かしていくだろうと

期待できる．

深海掘削コアのうち研究上重要な模式であるもの

は， KI氏のブログ（表 3中の②）に見られるように参

加者に感動を与え，教育上大きな意義がある．

(3) 理科教育への貢献

1) 教材の提供と教材開発の促進

表 3中の③の記事は， 5章（2)4）で述べた微古生物

学実習を終えたあとの小学校教員（CH氏）による記

事である．

CH氏は授業用に持ち帰りを許された，有孔虫や放

散虫もしくはその両方を含んだスミアスライドを用い

て，小学校理科での探究活動を行いたいと考えてい

る．

2) 探究活動への理解の深化

表 3中の④の記事も微古生物学実習を終えたあと

の小学校教員（CF氏）による記事である．

スミアスライドを自分で作成したり，堆積物試料を

洗浄・乾燥・ふるい分けして顕微鏡観察を行い，微化

石を見いだす実習に CF氏は取り組んでいた．実習後

には，所属校の授業で使うためのスミアスライド作成

に深夜まで黙々と取り組んでいた．活動を始めた当初

は意義を見いだせていなかったが，探究活動の意義を

自分自身で体験することによって感じ取り，同様の

テーマを教材として取り入れようと教員の態度が変

わっている. 2章で述べた本研修のねらい「研修での

経験を生徒に分かち合ってもらう」ことが可能になっ

ている．

(4) 研究施設やスタッフ協働の重要性の発見

表 3中の⑤，⑥のブログ記事は，地球科学専攻の大

学院生 PC氏のものである．

PC氏は深海掘削と微化石研究という巨大科学技術

と顕微鏡下の作業，元素分析などとの組み合わせで地

球の理解が進んでいることに感動している．単なる研

究施設見学での驚きだけではなく，科学者と技術者が

歩調を合わせて取り組んでいることに感心しており，

現代の地球科学研究がどのようにして進んでし、くかに

ついて理解がなされている． この場合， 2章で述べた

本研修のねらい「科学研究の現場の様子を理解しても

らう」ことが達成できている．

(5) 研修での指導体制

表 3中の⑦は，中等教育学校で日本の中学生に相当

する学年の理科を担当している， EA氏のブロクーから

の引用である．

研修にかかわった講師らは 20名を超えており，参

加者数以上のスタッフの人数を確保できたことで丁寧

な指導が可能になった. JR号を研修会場とした理由

のーっとして 4章の①で述べたスタッフの多さを活

かしたことで研修が成功した． EA氏のブログにある
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表 1 スクール・オブ・ロック 2009の日程

第1日 6月23日（火）

時刻l 項目 内 打廿与， 講師等 場 所

8・：30

集演義乗昼合習 ・講

ホテル
9:00 科学はどのように進んでいくか JF他 公園

10:40 通関手続き・部屋割り 会議室
11:50 

講休講作そ船義義業憩食の他

12:30 安全教ト育ブ，オリエンテーション CR 会議室
13:10 フォ ネック作ト接成続方法 PK 会議室
14:30 イントラッ 設定 CR 
15:00 
15:30 記念デ写真撮キ影， 関係実書類記入 LP 会議室ほか
16:00 

開見夕食芋会
コア ッ，コア験室他 CR コアデッキ

17:40 
19:00 
22:00 船中泊（サンディエゴ港内停泊） 船外会場

第2日 6月24日（水）

7:00 

事演出ガ航務習イ連ダ絡ン
9:15 LP 

会1三ZコEヱ~ 三議室9:30 

微地救域肯命主胴要生地物質乗衣紹組学，介員救I命自I己スス紹テミアキ介ツサ，ス等生スラ使州活イ用注ド法意作，事成参項法加者

TRl 
議議室室10:00 船長

ス CR 
11:20 

講昼演講実見夕義食宵義習学義食

JF コア実験室
12:30 
13:00 

微地各研域古生究物室質記宇H スミアスライド作成
JF, PR 

会化コ議学ア室実実験験室室他14:00 
16:40 地 紹載介法II （ハワイ州） TR2 
17:00 コアの I JF コア実験室
18:30 
19:25 ネットワーク環境の利用法 CR 会議室
20:17 講終了

第3日 6月25日（木）

8:00 LP 
会会議議室室8:10 コアの記載法H LS 

9:25 
10：・ 15 コアの記載法皿 JF, LS 会議室
12:20 
13:00 
13:30 コアの記載法N JF, LS 会議室
15:00 
15:35 

コアの記観記載載察法法v JF, LS 

会会コ議議ア室室実験室15:50 コアの VI データ分析内容発表 TR 
17:00 コアの I JF, LS 
18・：00
18:45 海コ水ア準の海変動洋地と海質洋学酸的素意義同位体ステージ LS 

会会議議室室19:30 JF 
20・：45
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表 1 続き

第4日 6月26日（金）

時亥lj 項目 内 容 講師等 場 所

8:00 事務連絡 LP 
会議室主実主主8:15 講義

コアの観殻ヰ＿，＿ーミ察 H
KI コア験室

9:05 講講義義
洋地の構造 KI 会議

9:40 海熱伝導 について KI コア験室

10:45 休見憩学昼食
13:00 位置決定システム，掘削装置，ピストン CR 操ル舵デ室ッ，キ ドリ

コア
14:40 休講憩義
16:15 海嶺下のマグマだまり KI 会議室

17:05 終夕食了
18:30 

第5日 6月27日（土）

8:00 
事講講演務義義調連絡8:20 

海熱地域嶺流量地質おの復紹け習介血 活ネプラスカ州、｜
KI 

会会会実議議議験室室室室' コア8:30 TR3, 4 

8:55 に る熱水動について I JF 

9:30 
10:00 海熱嶺水噴における熱水け活動化学についてE JF 会会議議室室
10:50 出口におる 合成生物 LA 

11:20 
13:00 

海プ洋ロ底グ熱執筆水塊，状教材硫化ア鉱イ床デアの交換
KI, JF 

会会議議室室
14:00 LP 

15:00 
15:40 海洋地殻の水理地質学的構造 I AF 会議室

17:30 
18:30 化学分析機器イ操ド作作 PR,KF 化コ学ア実実験験室室
18:50 スミアスラ 成 JF 

22:30 

第6日 6月28日（日）

8:15 
水水水教理理地地地質質質学学芋入入門門門ウ ~ 

KG 

会古会会議議生議物室室実実験電8:55 KG 

10:20 
理育用ソフ入ト 皿ェアの利用法

KG 

11:30 TR5 

11 :35 
13:10 観微測古装生置物学co皿R~S微に化つ石い抽て出 Kl 

会古議生室物実験室
14:40 LS 

17:15 
19:00 熱水活動と生物群について LS 会議室

20:30 

第7日 6月29日（月）

8:00 演演習習 地前域学サ日の地ス復州質習紹介N 香川県， 長崎県， テキ
LP 会会議議室室

8:10 TR6 
～ 8 

9:35 科 におけるスキルと概念について LP 会議室

10:50 
11:10 海洋地殻の水理地質学的構造H AF 会議室

12:30 
13:20 教海教教材嶺材材案案案でのののの熱作作作成水成成活田~動研教教発材材究去案案検検討討

LP 

会会会会議議議議室室室室15:05 LS 

15:25 LP 

16:00 TR 

18:05 
19:15 グローマー・チャレンジャー号の成果 LS 会議室

20:00 
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表 1 続き

第8日 6月30日（火）

時刻 項目 内 容 講師等 場 所

8:40 地域地質紹介V ポルトガル TR9 会議室
9:40 
10:00 CORKSのメンテナンス作業 会議室
10:35 微古生物学IV 浮遊性有孔虫 LS 会議室
12:30 
13:35 微微古古生物物学学V 浮遊性有有孔虫 （続き） LS 会議室
14:30 生 VI 浮遊性孔虫の同定 LS 古生物実験室
17:30 
19：・00 微古生物学VII 浮遊性有孔虫の同定 LS 古生物実験室
21:00 

第9日 7月1日（水）

8:00 
休講演習憩義

前日の復習 LP 会議室
9:00 
10:35 CORKSのメンテナンス報告

A船F長｛也， 
会議室

I 1:30 

講昼休演講演演義食習憩習義習

コアの対比 I JF, LS 会議室
12:05 
13:20 コアの対比E JF, LS 会議室
15:30 
15:50 

教第地育域ス四紀実地コ践の質ン発気シ紹表候ン介州変H動， フアラランパスマ南州部南部， ウィ

TR9 会~三＝』』' 議室16:15 JF 
議議室室16:40 TR5, 

10, 11 
17:40 

見終夕食学了
船体後部 CR 後部デッキ

19:00 
20:00 

第10日 7月2日（木）

8:10 

堆堆前積積日物物の復のの炭炭習酸酸塩塩分分析析EI 

LP 会議室ア8:30 PR,KF コア ッキ会
10:10 JF 議室
11:10 
12:30 堆積物の炭酸塩分析皿 PR,KF コアデッキ
17:00 
19:10 堆積物の炭酸塩分析IV JF 会議室
19:50 
23:00 

第11日 7月3日（金）

8:25 

堆教前堆積積材日物物用の復ののコ習炭同ア位駿サ塩体ン分分プ析析ノレのV収集

JF, CR 

会会会コ議議議ア室室宅デッキ
8:45 JF 
9:10 LP 
9:45 PR 
10:30 CR 
10:50 教材用コアサンフ。／レの収集 PR コアデッキ
11:30 
13:00 

研教教材育究用用用ソソフフ トトウウェェアアのの利利収用集用法法
TC 

会会コ議議ア室室デデッキ
14:00 TR9 
14:40 コ控アF才ミサンプノレの PR 
17:30 コアの観皿 JF コアッキ
18:20 
19:00 

海海嶺洋生の研物学究活の動歌紹介 LP 
会映議写室室19:40 LP 

22:25 
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表 1 続き

第12日 7月4日（土）

時刻 項目 内 円廿与手 講師等 場 所

9・：00 講義 IODPについて DD 
会会議議室室

10:30 実習 記念Tシャツ作成 LP 

11:00 
昼見自食習学12:30 

14:00 エンジンと制御室，発電機ほか CR 下部デッキ

15:00 
夕自自食習習17:00 

18:00 （各自終了）

第13日 7月5日（日）

午前｜入国 ｜カナダ通関手続き

13:15 I移動 ｜ 

｜見学 ｜庭園（昼食を含む）
11:00 I自由時間

観光庭園

19:00 I懇親会
22:00 I同終了

第14日 7月6日（月）

9:25 

講休講講演昼演習義義食義習憩

ネ科ットワーキングについて LP ホテル会同議）室

9:40 理教育における評価 I SS （以下じ

10:50 
11:15 フォトブックの作成について PK 

11:45 
13:35 

理地科域教地ニコ育ー質アハに州紹おン介南プけV部Eシる！評オ価レHゴン州， カリフオ
SS 

14:45 TR12 

ル ニュージャージー州， ～15 

ニ ャー州

16:00 
懇同同終親終会了了19:00 修了証書授与 LP 

21:00 

講師・発表者名記号

【SOR講師】 DD:David Divins, JF: John Firth, KI: Katie Inderbitzen, LP: Leslie P
eart, LS: Leslie Sautter, 

PK: Phillis Katz, PR: Phil Rumford, SS: Scott Slough，【JR号乗船研究者】 AF:Andrew Fisher, KG: Kusalli 

Gamage, LA: Louise Anderson，【JR号乗船技術者】 KF：藤根和穂， TC：コンビュータ技師，【JR号乗組員】 CR:

船長以外の乗組員，【SOR参加者】 TRl,2…：参加者 1,2…（番号は任意）

表 2 スクール・オブ・ロック 2009受講者により乗船中に書かれたブログ記事内容の分類

参加者 研修全体 講義・実習 船内施設 船内作業 科学者 研修者 船上生活 航海 その他 合計

CF 

CH 3 2 7 

EA 5 9 

EC 
2 

HP 
3 

HR 6 3 10 

JM 2 
4 

JRB 6 4 2 13 

KI 
3 

KK 2 3 5 

MB 
2 

WHF 2 5 2 11 

言十 ?. －~Q_ 4 ~ 9 －~－ ~ _7_9_ 
・．．．．．．．．．．． －・圃圃圃・．．．．．．

割合［%］ 7.1 42.9 5.7 11.4 1.4 1.4 12.9 8.6 8.6 100 

参加者欄の記号は参加者名のイニシャル．
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表 3 スクール・オブ・ロック 2009受講者により乗船中に書かれたブログ（抜粋）

①私は R 号で採取されたコアサンブロルから堆積物を少し取り出し，顕微鏡で放散虫や有孔虫を
見ることができました．科学解説者である私は，このような機会に恵まれてドキドキしています．
どのようにしてわかったのか自分が説明できないのに科学の成果を子どもたちに教えるのでは，
確カミらしさが十分ではありません．

今回の航海はすばらしい．というのは，コアサンブρルから学ぶために，乗船科学者が手助けし
てくれたり，多種多様な体験ができるからです．貴重な体験をしていますが，こんなことは今ま
でにはありませんでした. (KK氏，博物館解説員）

②これまでの 17年間ずっと，私は海洋地殻の中を見たかった．この 3年間，私は JR号とファン
デフーカの CORKSによって集められたデータを研究に使ってきました．けれども，これまでそ
の大本であるコアをじっくり観察する機会がなかった！ 12560孔のコアを見て海洋地殻の断面
を観察したとき，私がどんなにか興奮したか，みなさんはわかってくれますか？ 私はコアのま
わりを飛び歩いて，「おおおおお！」とか「すごい！」とか言ってました．層状輝緑岩岩体と斑
楠岩の境界のコアが目の前に出てきたとき，私は本当につまずいてしまったほどです. 12560孔
は初めてかっ唯一，海洋地殻の斑楠岩に達したもので，つまり海洋地質学者や地球物理学者の聖
杯なのです. (Kl氏，大学院生）

③今日は船酔いでふらつきながらも，コアの堆積物のスミアスライド作成法を学びました．堆積
物には微化石がし、っぱい．私たちは，子供たちに見せるためにスライドを持ち帰れるので，これ
を使って探究活動の授業を始められる．すばらしいことです. (CH氏，小学校教員）

④私たちはとても忙しい．．．「探究」活動の課題が出されていて…はあ，私が参加しているワーク
ショップは，探究活動に取り組むものです．…自分で取り組んでみるまで，こんなにつまらない
ものとは思いもしませんでした．やっと今私は，自分の生徒の気持ちがどんなものかよくわかり
ました．．．．けどそんなことはたいしたことではありません．大切なのは放散虫…こんな小さな小
さな化石がいろんな堆積物の年代を決めるのに役に立っている．この放散虫や有孔虫が暁新世／
始新世境界を探り当てる手がかりとなるんです．わお！ みなさん想像してください．私は，自
分の生徒の学習用試料のふるいわけ作業をやり遂げました…感動させるためには少しでも多いほ
うがいいけれど，たくさんは配れないわ.(CF氏，小学校教員）

⑤掘削フロアにたどり着くと，スケールの大きな機材という見慣れない風景が目に飛び込んでき
た．巨大物がこの船には載せられている：大きなドリル，数 km分にもなるパイプ，櫓，何 km
ものケープりレや巨大なウインチ．私が見てすごいと思ったのは，微古生物学者が拾い上げた有孔
虫のごく小さな殻を溶かして気体するという，（訳者補足：この研修中に）よく耳にした酸素同
位体比の測定（海水中の酸素同位体変動）です．なぜなら，この掘削船という巨大なものからコ
アの元素分析というミクロな世界までたどりつき，掘削コアをもとにして私たちは断片的な記録
から地球のイメージを作り上げているからです. (PC氏，大学院生）

⑥（訳者補足：荒波で）持ち上がったり浮かんだり，きしみやうなりを立てたりする船内には，
研究室や抽出装置があります．標本を採るためだけに．これらが私の心を捕まえて離さないので
す．これらの機器がデータを取るために一生懸命働いてくれているのです. (PC氏，大学院生）

⑦いつも誰かが内容を理解する手助けをしてくれる．例えば，実験室の使い方，堆積物試料の標
本ラベルを作成するためにコンビュータに入力する方法， 日本とテレビ会議をする方法を教えて
くれたりとか．要するに，あなたが望めば誰かがあなたのためにサポートしてくれる. (EA氏，
中学校教員）

⑧海の上ではあなたのまわりに存在しているのは 3つのものだけ．空，広い海，船である．船は
あなたの安息地であり，空と海はあなたの頭の上と足下でゆれるている．船上にいる聞は，乗組
員はあなたの家族となり，あなたはすべてに満足することだろう．私は家族を懐かしく思ったが，
ここにはもう一つの家族があり，生涯記憶に残る旅となったことを皆に感謝したい. (HF氏，
小学校教員）

ように，例えば実習用機器利用などの際には少人数グ 生活を多くの乗組員がサポー卜してくれたことに対す
jレープ（3～6名程度）での活動とし，機器使用法の説 る感謝の表現である．

明時には講師が具体的な指示を出すことによって機器 太平洋上での 2週間近い研修は，長期間航海を経験
操作に習熟させたので，本章の（3)1), 2）で触れたブロ したことがない参加者にとっては，陸から隔離された
グに見られるように，その後の自主的活動では参加者 空間での暮らし，船酔い，禁酒など制限された船上生
自身で各種機器を利用できるようになった． 活に不安な要素を持っていたかもしれない． しかし，
(6）船上研修の満足度 この HF氏の記事に見るように，乗組員たちの有形無
表 3中の⑧の記事は小学校教員 HF氏による，船上 形のサポートが船上生活を満足いくものにしてくれ
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る．そしてこの満足が，研修活動の満足度をも高めて

いるのではないかと思われる．

本研修において，参加者は研修時間外にも自主的に

実習や復習に取り組んでいる様子が観察され，研修終

了後，多くの研修教員からは参加して満足である旨の

発言があるなど，研修は全体的に成功裏に終わったと

言える．

8. まとめ

スクール・オブ・ロック 2009の研修活動の結果，

次のいずれかの成果が参加者に見られた．

(1) 実物教育の意義

コア試料を用いた実習を通じて，指導者が実物に触

れておく経験が重要であることに参加者は気づいた．

また，深海掘削コアのうち研究上重要な模式である試

料を観察させることは，その試料の意義を理解してい

る者に深い感動を与える．

(2) 理科教育への貢献

教員にはコアを用いた教材開発の意欲を出させた．

また，探究活動の意義を自分自身で体験することに

よって感じ取らせた．

(3) 科学研究に対する理解の深化

科学研究における研究施設や科学技術の組み合わ

せ，科学者や技術者の協働の重要性に気づかせ，地球

科学研究の現場の様子について理解させた．

(4) 研修での指導体制

多数の講師陣の存在で行き届いた研修指導ができ，

科学機器操作に習熟させやすい少人数グループでの活

動は，自主的活動での実習施設の可用性を向上させ

fこ．

(5) 船上研修の満足度

JR号乗組員たちの船内生活全般にわたる支援が研

修活動の満足度を高めた．

9. おわりに

スクール・オブ・ロック 2009の参加者からは， 日

本が中心になって運用している科学掘削船「ちきゅ

う」で，今回のような国際的な教員向け研修事業の実

施を望む声が多く出ており，日本が教員研修活動にお

いても国際的に貢献することが望まれている. 2008 

年， 2009年には停泊中の「ちきゅう」船上で若手研究

者や教育関係者を対象にした数日間の研修が IODP日

本実施機関である海洋研究開発機構によって実施され

始めた（http://www.jamstec.go.jp/chikyu/jp/edu-

cation/school.html）.また，陸の研究施設において，

大学生・若手研究者を主な対象とした「コアスクー

ル」が日本地球掘削科学コンソーシアムにより開催さ

れている（http://www.j-desc.org/modules/tinyd3/

rewrite/coreschool.html）.この研修会では，詳細なテ

キストが用意されており，テキス卜がほとんどないス

クール・オブ・ロック 2009と比べると，研修後も参

加者が活用できる点で，より好ましいと思われる．こ

れまでの研究者向けの研修実績をもとに，日本でも海

洋地質学に関する新たな教員研修に取り組めると考え

られる．

謝辞 JohnFirth博士（TexasA & M Univ.), 

Leslie Sautter博士（Collegeof Charleston), Phil 

Rumford博士（TexasA & M Univ.), Katie Inder-

bitzen氏（Univ. of Miami), Andrew Fisher博士

(Univ. of California, Santa Cruz), Kusali Gamage f専

士（TexasA & M Univ.), Louise Anderson 博士

(Univ. of Leicester）ほか JR号の乗船科学者のスクー

ル・オブ・ロック 2009講師，および参加者一同，第

321 T航海でのジョイデス・レゾリューション号乗組

員一同，特に藤根和穂氏には研修中の諸活動でたいへ

んお世話になった．また，講師・参加者からはブログ

の引用を許可していただいたほか，インタビューにご

協力いただいた．東京大学大学院理学系研究科の浦辺

徹郎教授は， JR号乗船前にファンデフーカ海嶺の水

理地質学について筆者のうち川村に講義してくださ

り， IODP第 321T航海の目的に関する理解を助けて

くださった．筆者らのうち川村と田口は，海洋研究開

発機構の支援によりスクール・オブ・ロック 2009に

加わることができた．お世話になったこれらの方々に

深甚の謝意を表する．
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川村教ー，田口康博， LesliePEART，吉津 理：スクール・オブ・ロック 2009：科学掘削船ジョイデ

ス・レゾリューション号における教員研修とその成果 地学教育， 63巻 3号， 89-100,2010

〔キーワード〕スクール・オブ・ロック， ジョイデス・レゾリューション号，教員研修，海洋地質学，統合

国際海洋掘削計画（IODP)

〔要旨〕科学掘削船ジョイデス・レゾリューション号の IODP航海中に， 深海掘削と海洋地質学に関する教

員研修「スクール・オブ・ロック 2009」が行われた． その成果は，深海掘削コアの観察で参加者らに感

動を与える，教材開発の意欲を出させる，探究活動の意義を感じ取らせる，地球科学研究の最近の進歩に

ついて理解させることである．

Norihito KAWAMURA, Yasuhiro TAGUCHI, Leslie PEART and Tadashi YOSHIZAWA: School of 

Rock 2009: The Onboard Teacher Training Program on the Drilling Vessel JOIDES Resolution 

and Its Effects. Journal of Education Eαrth Science, 63(3), 89-100, 2010 
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本の紹介

P.A.セルデン， J.R.ナッズ著／鎮西清高訳「世界の

化石遺産－化石生態系の進化 Evolutionof Fossil 

Ecosystems」朝倉書店 A4判変型， 160ページ，

2009年 11月初版 4,900円（税別）, ISBN 978-4-

254・16261-5

世界の主要な化石ラガシュテッテンがわかる

地球史の中では極めてまれに，通常では化石として

残されないような分類群の生物や，内臓などの軟組織

が保存されることがある．このような化石の産地で

は，個体をより詳しし生物群をより網羅的に把握で

きるので，化石生態系を高精度で復元することが可能

である．広く知られるパージェス頁岩はその一つで，

そこから得られた知見が我々の地球生命史観にどれほ

ど大きな影響を与えたかは周知のとおりである．

ところが，このような例外的に保存の良い化石産地

（化石ラガシュテッテンという）には，専門家以外には

あまり知られていないものがし、くつもある．本書は，

さまざまな時代の 14の化石ラガシュテッテンを取り

上げ‘，地球生命史を解明するうえで著しく質の高い情

報を多数提供している，いわば地球生命史に空いた

“窓”から化石生態系の目を見張る進化をたどったも

のである．

読みやすい構成

本書は，読みやすい単純明快な構成になっているの

が特徴である． 序論でまず“化石ラガシュテッテン”

の一般的な解説があり，本論で 1～14の章ごとに時代

順に次の化石ラガシュテッテンが紹介・解説される．

［先カンブリア時代］エディア力ラ（豪）［古生代］

パージェス頁岩（加）／スーム頁岩（南ア）／フンス

リュックスレート（独）／ライニーチャート（英）／メゾ

ンクリーク（米） ［中生代］ボルツィア砂岩（仏）／ホル

ツマーデン頁岩（独）／モリソン層（USA）／ゾルンホー

フェン石灰岩（独）／サンタナ層とクラト層（ブラジル）

［新生代］グルーベ・メッセJレ（独）／バルトのコハク

（露）／ランチョ・ラ・ブレア（米）

各章の構成は，最初にく背景〉でその化石ラガシュ

テッテンの進化史上の位置と意義を紹介し，次にく発

見と研究の歴史〉を振り返り，く層序的位置とタフォノ

ミー〉で化石群を理解するうえで必要になる堆積学的

な背景・層序・古環境を論じ，く化石群〉でその内容を

多数の美しいカラー写真や復元図を用いて紹介し，ま

とめのく古生態〉で当時の生態系が描き出され，最後

にく比較〉で同時代の他の化石ラガシュテッテンなど

との比較がなされる．非常に内容の濃い本であるが，

これらの項目ごとにある程度の独立性が意識されてお

り，各化石ラガシュテッテンのくタフォノミー〉同士，

あるいはく古生態〉同士を並べて読むことも可能で，

こうすると類似性や相違を確認しやすい．また，少し

の空いた時間に項目単位で読むこともできる．内容の

深い本ではしばしば章や項目の関連が複雑に絡むので

読むのに苦労する場合もあるが，その点でこの書はた

し、へん良いっくりになっている．

驚くべき内容

書評で面白さを先に書いてしまうのは興ざめだが，

その一端を紹介するのは本書に興味をもっていただく

ためならば許されると思うので 1W!Jを紹介したい．

ブラジルの白亜系サンタナ層からは石灰質ノジュー

ルの中からその外形と同様な形の立体的な魚の化石が

出てくる．この化石は驚くべきことに鱗や鯨から筋肉

までがリン酸カルシウムに置換されて石化している．

これらの組織の腐敗が始まる時間を考えると，石化は

死後 1時間後から始まったらしい．見たものを石に変

えるギリシャ神話の怪物の名を冠したメデューサ効果

と呼ばれるこの化石化過程は，激しい蒸発で生物がほ

とんど生息できないような高塩分層が汽水湖底に生

じ，表層に生息していた魚が死んで沈み，そこでシア

ノバクテリアのマットに包まれることででき始めたと

いうのである．

教師にとって有益

本書は，地学や生物の学生から研究者まで，さらに

化石愛好家などさまざまな人に役立つが，とりわけ化

石について学校で教える教師にとっては有益である．

教科書の記述は紙幅の制約上，地質時代を通しての大

きな分類群の出現，絶滅，変遷にとどまらざるをえな

いが，これだけでは生徒がもっ化石や古生物の世界へ

の興味を満足させるような授業は難しい．本書で紹介

されている想像を超えたすばらしい化石産地を紹介

し，そこから地球生命史をのぞく授業はその解決策の

一つになる．

最後に，筆者が本書を読む中で採用した良い方法を

一つ紹介する．本書は多数の化石についての美しいカ

ラー写真を用いてはいるが，どうしても本文に名称だ

けにとどまっている分類群の化石も少なくない． これ

は読者には意味のない文字列に過ぎず，読む意欲を減

衰させる．しかし， Googleで画像検索してみると，現

地の博物館のサイトをはじめ多数の標本の写真を見る

ことができる．本書のカラー写真を数倍にして楽しむ

ことができる．
（林慶一）
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平成 22年度 日本地学教育学会総会議事録

日時平成22年4月 17日（士） 13時～14時

場所東京学芸大学 20周年記念飯島会館2階会

議室

議事

1. 開会のあいさつ

2. 会員（正会員・学生会員・名誉会員）数 557名う

ち，出席者 15名，委任状 144通の確認がなされ，

本会の規約に基づき総会は成立が宣言された．

3. 議長選出

五島政一会員を議長として選出した．

4. 報告事項

目平成 21年度事業報告

庶務から平成 21年度の以下の諸活動の報告が

あった．

①常務委員会

第 l回平成21年 5月 13日（水）

日本教育研究連合会小会議室

第2回平成21月7月 14日（火）

日本教育研究連合会小会議室

第3回平成 21年 10月2日（金）

日本教育研究連合会小会議室

第4回平成21年 12月4日（金）

慶臆幼稚舎

第5回平成 22年 2月5日（金）

国際文献印刷社会議室

第6回平成 22年4月9日（金）

国際文献印刷社会議室

②総会

平成 21年 4月 18日（土） 午後 1時～2時

東京学芸大学で開催．

③評議員会

第 1固定例評議員会平成21年4月18日（土）

東京学芸大学

第2固定例評議員会平成21年8月21日（金）

三重大学

④日本地学教育学会第 63回全国大会（三重大会）

平成 21年8月22日（土）～23日（日）

三重大学で開催．

大会テーマ「地学教育と新学習指導要領」

記念講演「地学教育の新しいノマラダイムを求めて

一科学の目と詩人の心 」

佐治晴夫（鈴鹿短期大学学長）

シンポジウム「地学教育と新学習指導要領」

その他， ジュニアセッション・分科会

⑤会誌の発行

地学教育第62巻第3号（通巻第 320号）から

第63巻第2号（通巻第325号）まで

を刊行．

⑥学会賞・優秀論文賞・教育実践優秀賞の授与

教育実践優秀賞：中野英之会員

「外惑星の位相変化と視運動を理解するための教

材の開発」地学教育第 61巻第 2号

⑦フォーラム

平成 21年4月 18日（土）午後 2時～3時

東京学芸大学二十周年記念飯島会館

テーマ：高等学校新学習指導要領にどう対応す

るか！

内記昭彦会員（都立三田高等学校）

「新学習指導要領の概説」

宮嶋敏会員（埼玉県立深谷第一高等

学校）

「同じ轍は踏まないぞ！ 市民の科

学リテラシーを旗印に」

南島正重会員（都立小石川高等学校）

「中等教育学校のカリキュラム構築

から」

⑧日本教育研究連合会教育研究賞表彰者

山田幹夫会員（香川｜）を推薦．

⑨大学入試センター試験問題評価検討

平成 22年度大学入試センター試験問題を検討

し，評価をとりまとめた．

⑩連合および関連学会等における活動

・日本地球惑星科学連合として活動，同合同大会

を共催．

・教科「理科」関連学会協議会シンポジウム共催．

．日本理化学協会全国理科教育大会後援．

•IYPE シンポジウム国際惑星地球年 2007 ～

2009協賛．

・第 23回天文教育研究会後援．
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・高校生天体観測ネットワーク（Astro・HS2009)

後援．

・第 10回こどものためのジオカーニパル後援．

．青少年のための科学の祭典 2009後援．

・第 43回夏季大学「新しい気象学」後援．

・国際地学オリンピック協賛．

2) 平成 21年度決算報告

会計から平成 21年度の会計報告が，つづいて

監査から会計監査報告があった．

3) 平成 22年度役員選挙結果

選挙管理委員会から，会長（任期平成 22年度～

平成 23年度）牧野泰彦，評議員（任期平成 22年

度～平成 24年度）岡本 研（北海道・東北地

区）・相原延光（関東地区）・円城寺守（関東地

区）・漬田浩美（関東地区）・熊野善介（中部地

区）・戸倉則正（近畿地区）・林 武広（中国四国

地区）・八回明夫（九州沖縄地区），および監事

（任期平成 22年度～平成 23年度）小）｜問、彦が選

出されたことが選挙管理委員会から報告された．

5. 審議事項

1) 平成 22年度事業計画（案）審議

庶務から平成22年度の事業計画案（以下）が

出され，それについて審議が行われ，承認がなさ

れた

①常務委員会

年間 6回開催．

②総会

平成 22年 4月 17日（土）午後 l時～2時東京

学芸大学で開催．

③評議員会

平成 22年4月17日（土）午前 10時より東京学

芸大学（総会会場），および平成 22年 8月20日

（金）鹿児島大学で開催．

④日本地学教育学会第 64回全国大会（鹿児島大会）

平成 22年 8月21日（土）・ 22日（日）鹿児島大

学で開催予定．

大会テーマ：郷土の地学的素材の教材化一野外か

ら何を学ぶか一

記念講演・分科会・ポスターセッション・ジュニ

アセッション・巡検ほかを予定．

⑤会誌の発行

地学教育第63巻第3号（通巻第326号）から

第64巻第2号（通巻第331号）まで

を刊行予定．

⑥学会賞・優秀論文賞・教育実践優秀賞の授与選考

委員会を設置し選考を行う．

⑦日本教育連合会表彰者

推薦依頼があれば，選考の上推薦する．

⑧フォーラム

平成 22年 4月 17日（土）午後2時より東京学芸

大学で開催．

八回明夫会員（鹿児島大学）

（副会長・鹿児島大会実行委員長）

「地域の地学素材の研究一喜界島の有孔虫化石と

現生有孔虫－」

⑨大学入試センター試験問題評価検討会

平成 23年度大学入試センター試験問題を検討

し，評価をとりまとめる予定．

⑩連合および関連学会等における活動予定

・日本地球惑星科学連合として活動，同合同大会

を共催予定．

・教科「理科」関連学会協議会シンポジウム共催

予定．

・日本第四紀学会シンポジウム共催予定

・国際地学オリンピック協賛予定．

2) 平成 22年度予算（案）審議

会計から平成 22年度の予算案（以下）の提示

があり，質疑のあと承認された．

⑥議長解任

⑦閉会のあいさつ

第 6回常務委員会議事録

日時：平成 22年 4月9日（金） 18時 15分～20時

30分

場所：国際文献印刷社会議室

出席者：牧野泰彦・馬場勝良・渋谷紘・松川正樹・

宮下治・内記昭彦・漬田浩美・高橋修

議題：

1. 役員選挙結果について

日本地学教育学会役員選挙の結果，会長（任期平

成 22年度～平成 23年度）：牧野泰彦，評議員（任

期平成 22年度～平成 24年度）：岡本 研（北海

道・東北地区）・相原延光（関東地区）・円城寺守

（関東地区）・漬田浩美（関東地区）・熊野善介（中部

地区）・戸倉則正（近畿地区）・林 武広（中国・四

国地区）・八田明夫（九州、｜・沖縄地区），および監事

（任期平成 22年度～平成 23年度）：小川忠彦が選

出，選挙管理委員会から報告された．
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2. 平成 22年度以降の大会について

鹿児島大会の進捗状況が報告された．定例の評議

員会は 8月20日（金）の 16時 30分より鹿児島大

学で開催．次号の「地学教育」誌に l次案内が掲載

される予定である．また，平成 23年度広島大会は，

林武広会員を大会実行委員長として組織されてい

くことが承認された．

3. 平成 21年度事業報告（案）および会計報告（案）

について

平成 21年度事業報告（案）および会計報告（案）

について，庶務および会計から報告があり，それぞ

れ原案が承認された．

4. 平成 22年度事業計画（案）および会計予算（案）

について

平成 22年度事業計画（案）および会計予算（案）

について，庶務および会計から報告があり，それぞ

れ原案が承認された．

5. 平成 22年度評議員会および

平成 22年度総会を，平成 22年 4月 17日（土）

午後 1時から東京学芸大学で開催することを決定

した．平成 22年度評議員会は同日 10時 00分か

ら， また， フォーラムを 14時から開催することを

決定した．本年度フォーラムは，八回明夫会員（鹿

児島大学）（副会長・鹿児島大会実行委員長）による

「地域の地学素材の研究喜界島の有孔虫化石と現

生有孔虫 」の講演が予定されている．

6. 入会者・退会者について

今回は，入会者 5名，退会者 12名が承認された

（平成 22年 3月31日現在：名誉会員 5名，正会員

530名，学生会員 18名，在外会員 3名）．

入会者：井上貞行（京都）・風見敏男（東京）・大

山智輝（東京）・木下 温（北海道）・増

測住子（富山）

退会者：青木三郎・池崎文也・伊東昌市・大野恵

一郎・鈴木和博・高梨正・中倉真二・

中西章夫・長沼幸男・益田悦郎・森征

洋・横尾武夫

8. その（也

1) 6月 19日（土）開催の日本第四紀学会シンポジ

ウム「学校教育で地学は生き残れるか」を共催，

本学会から牧野会長ほか講演者を推薦すること

になった．

2) 国際地質学史委員会（INHIGEO)2011日本大

会の後援を承認．

3) 教科「理科」関連学会協議会シンポジウム「大

学の教員養成」開催について議論され，承認さ

れた．

報告：

1. 各種常置委員会から

1) 編集委員会（松川正樹委員）から， 63-2号の編

集状況について，その発行が遅れていることの

報告があった．

2) 内記昭彦委員から，教科「理科」関連学会協議

会の報告があった．本学会からの同協議会への

委員を増やすこと，人選については内記委員に

一任された．

3) 大学入試センター試験問題検討委員会（南島正

重委員：代読高橋）から本年度も検討が行われ

たことの報告があった．また，地球惑星科学連

合大会が 5/2328に幕張で開催されることに

ついても併せて報告された．

2. 寄贈交換図書

立正地理学会（2009）：地域研究，通巻 90号， Vol.

50, No. 1. 

産業技術総合研究所地質調査総合センター

(2009）：地質ニュース，第 663,664号

産業技術総合研究所地質調査総合センター

(2010）：地質ニュース，第 665～668号

熊本地学会（2009）：熊本地学会誌， No.152. 

熊本地学会（2010）：熊本地学会誌， No.153. 

日本理科教育学会（2009）：理科の教育，通巻 688,

689号， Vol.58. 

日本理科教育学会（2010）：理科の教育，通巻

690～693号， Vol.59. 

日本理科教育学会（2010）：理科教育学研究， Vol. 

50, No. 3. 

日本地理教育学会（2009）：新地理，第 57巻特別

号

日本地理教育学会（2009）：新地理，第 57巻 2号

東京地学協会（2009）：地学雑誌， Vol.118, No. 6. 

東京地学協会（2010）：地学雑誌. Vol. 119, No. 1. 

東京理化教育研究会（2009）：平成 21年度研究

発表集録，第 49巻

兵庫県立人と自然の博物館（2009）：人と自然，第

20号

東京大学地震研究所（2009）：東京大学地震研究所

葉報，第 84号第2冊平成 21年

島根大学総合理工学部地球資源環境学教室



学会記事 (27) 105 

(2008）：島根大学地球資源環境学研究報告，第

27号

島根大学総合理工学部地球資源環境学教室

(2009）：島根大学地球資源環境学研究報告，第

28号

独立行政法人産業技術総合研究所（2010）：産総研

TODAY, Vol. 10, No. 1. 

（関東地区）・漬田浩美（関東地区）・熊野善介（中部

地区）・戸倉則正（近畿地区）・林 武広（中国・四

国地区）・八回明夫（九州、｜・沖縄地区），および監事

（任期平成 22年度～平成 23年度）：小川忠彦が選

出されたことが選挙管理委員会から報告され，会長

推薦の評議員と共に承認された．

3. 平成 22年度事業計画（案）および会計予算（案）

について

平成 22年度第 1回評議員会議事録 平成 22年度事業計画（案）および会計予算（案）

日時平成22年 4月 17日（土） 10時～12時 について，庶務および会計から報告があり，それぞ

場所東京学芸大学 20周年記念飯島会館 2階会 れ承認された．

議室 4. 総会開催時期の変更について

出席者牧野泰彦・馬場勝良・八田明夫・相原延光・ 総会を 8月に開催される日本地学教育学会全国

山本和彦・宮脇亮介・青野宏美・伊藤孝・ 大会のなかで行うという提案があり，それについて

漬田浩美・米津正弘・岡本弥彦・五島政一・ 議論された（評議員会は例年通り春・夏の 2回開

高橋修 催）．本年度の総会において提案承認された後，次年

本評議員会は， 出席者 13名・委任状 14名で計 27 度（平成 23年度）の春の総会で議題としてあげら

名となり，現評議員の過半数を超えているため，成立 れることになる．あわせて，今後，学会誌や学会

することが確認された． ホームページにおいて会員の意見を求めることに

議題 なった．

1. 平成 21年度事業報告（案）および会計報告（案） 5. その他

について 1) 会員増を期待できる対策として，「日本地学教

平成 21年度事業報告（案）および会計報告（案） 育学会ニュース誌」の発行が検討され承認され

について，庶務および会計から報告があり，それぞ た．現在の編集委員会とは別編集で，小・中・

れ承認された．次年度予算案での黒字転換への方針 高等学校教員主体で編集が行われる．特にホー

について討議が行われた．内容としては，大会費お ムページとリンクさせるために広報委員会と密

よび成果刊行費の削減がその主な対象となる．具体 接に関わって進められることになった．今後，

的には，年6回の学会誌の発行を年4回に減ずる案 印刷会社と費用などの検討を行い，本年度から

や，広告収入を増やす等などの対策が検討された． スタートさせる．

2. 本年度役員の承認 報告

日本地学教育学会役員選挙の結果，会長（任期平 1. その他

成 22年度～平成 23年度）：牧野泰彦，評議員（任 1) 本年度国際地学オリンピックの代表が決定し

期平成 22年度～平成 24年度）：岡本研（北海 た．平成 23年には日本（つくば市）で開催され

道・東北地区）・相原延光（関東地区）・円城寺守 る予定である．
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収入の部

科目

会費

雑収入

繰越金

合計

支出の部

科目

大会費

本部分担金

成果刊行費

印刷製本費

運搬通信費

運営費

ア／レノ〈イ卜

事務委託費

会議費

分担金

印刷費

封筒印刷費

運搬通信費

消耗品費

活動費

編集委員経費

庶務委員会経費

選挙費用

オリンピック協賛金

クレジット手数料

予備費

合計

学会記事

平成 22年度会計収支予算書（案）

当初予算額（円）

3,339,000 

805,300 

-74,600 

4,069,700 

当初予算額（円）

300,000 

300,000 

2,325,000 

1,995,000 

330,000 

1,407,703 

120,000 

600,000 

23,000 

60,786 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

10,000 

80,000 

80,000 

80,000 

100,262 

50,000 

63,655 

4,069,700 

積算内訳

(530×7000）×0.9 

前年度までの会費 500,000

購読会員 280,000 抄録料 5,000

著作権 20,000 利息 300

積算内訳

鹿児島大会

@9,500×35ページ×6号

@55,000×6号

@10,000×12月

国際文献

@2,000×4回十＠15,000×l回

@10,000理化学協会 @30,000日教連
@10,000教科理科 @10,000惑星

2010/4/17 

日本地学教育学会



支出の部

科目

大会費

本部分担金

振込手数料

成果刊行費

印刷製本費

発送料，著者校正発送費

運営費

アノレノミイト

事務委託費

会議費

分担金

印刷費

封筒印刷費

運搬通信費

消耗品費

活動費

編集委員経費

庶務委員会経費

選挙費用

オリンピック協賛金

別刷印刷，請求手数料

予備費

クレジッ卜カード会社手数料

次年度繰越金

合計

学会記事

平成 21年度会計決算（支出）

当初予算額（円） 決算額（円） 収支（円）

500,000 467,525 32,4 75 

500,000 467,263 32,737 

。 262 企262

2,325,000 2,513,548 企 188,548

1,995,000 2,215,185 企220,185

330,000 298,363 31,637 

1,359,005 1,426,176 企67,171

120,000 120,000 。
600,000 553,574 46,426 

12,000 22,964 .&.10,964 

60,786 70 000 .&.9,214 

20,000 44,760 .&.24,760 

30,000 57,392 企27,392

40,000 28,707 11,293 

50,000 50,642 企642

10,000 。 10,000 

80,000 79, 158 842 

80,000 66,110 13,890 

80,000 76, 197 3,803 

100,262 100,262 。
。 130,160 企 130,160

75,957 26,250 49,707 

45,150 .&.45,150 

。 。 。
4,184,005 4,452,399 企268,394

(29)-107 

2010/4/17 

日本地学教育学会

備考

三重大会より￥32,737返金

228ページ

@30,000×2日教連

@10,000地球惑星

プリンタードラム

学会誌発送封筒

データパックアップ HDDf由

別刷収入￥210,005

慶弔費，振込手数料
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平成 21年度会計決算（収入）

収入の部

2010/4/17 

日本地学教育学会

科目 当初予算額（円） 決算額（円） 収支（円） 備考

会費 3,276,000 3,111,000 企 165,000

個人会費 3,276,000 3,111,000 企165,000

補助金 。
雑収入 908,000 1,266,794 358,794 

2008年度 ¥543,500 

前年迄会費 500,000 197,500 
2007年度 ¥119,000 

697,500 2006年度 ¥ 21,000 

2005年度 ¥ 14,000 

購読会員 280,000 252,000 企28,000

パックナンバー 。 。
抄録料 5,000 6,720 1,720 

著作権料 20,000 20,169 169 

日lj届lj料 210,005 210,005 

広告料 100,000 80,000 企20,000

利息 3,000 400 企2,600

繰越金 5 5 。
合計 4,184,005 4,377,799 193,794 

2010年 3月 31日締め会勢

正会員 530 うち仮会員（会費入金未確認） 1名

購読有料会員 29 

購読無料会員 49 

学生 18 

在外 3 

在外学生

名誉 5 

合 計 635 

お知

「渡部景隆奨励賞」の応募〆切の延長のお知らせ

本年度の渡部景隆奨励賞公募について，〆切を延長

しました．ふるってご応募ください．

［申請書・推薦書様式の配布］

申請書および推薦書の様式は，日本地学教育学会の

ホームページ「学会ニュースJからダウンロード願い

ます．

http:/ /wwwsoc.nii.ac.j p / jsese / gnews.h tml 

らせ

［申請〆切り］

・2010年 6月30日必着

［提出先および問合せ先］

干263-8522千葉市弥生町 1-33

千葉大学教育学部理科教育教室

i賓田浩美

電話 043290-3682 

E-mail: hamada@faculty.chiba-u.jp 



編集委員会より

2010年は 3月までは例年になく早いペースで投稿がありましたが， 4月以降は投稿数が激減しております．

「地学教育」は会員の皆様の投稿によって支えられております．遅れがちになってしまっている雑誌の発行ペース

を取り戻すためにも，皆様の投稿をお待ちしています．

「－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－ー－－－－－ー－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－ー・・－・・－・・－・
・－・・－・・－・・，

地 学教育第63巻第3号

平成22年 5月25日印刷

平成 22年 5月30日発行

編集兼
発行者

日本地学教育学会

代表牧野泰彦

印刷所 株式会社国際文献印刷社

干263-8522

千葉県千葉市稲毛区弥生町ト33

千葉大学教育学部理科教育教室内

電話＆ FAX 043-290-3682 （漬田）

振替口座 00100-2-74684 

169-0075東京都新宿区高田馬場3-88 

電話 03 3362 9741～4 

」．－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－ー－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－」
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